
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名：基督復臨安息日會醫療財團法人 臺安醫院（台安医院）健診中心           

受審施設の概要  
台安医院は、台湾台北市にあり、セブンスデー・アドベンチスト協会が運営する 170 を超

える医療機関の一つである。日本国内にも東京、兵庫、沖縄に 3 施設ある。 

病院全体では、2012 年に JCI（ Joint Commission International：国際病院評価機構）の

認証を受け、2022 年に 4 回目の更新認証がなされている。健診センターは同院に併設されて

おり、病院と同様の管理体制となっている。 

 年間の受診者数は、一日ドック約 2,000 人、その他の健診を約 5,000 人実施している。（2021

年度実績） 

本機能評価は、2011 年に初回の認定を受け、今回が 2 回目の更新審査である。 

 

第１領域 理念達成に向けた組織運営  
理念・基本方針は、「使命・ビジョン・価値観」として、また受診者の権利は、「患者の権

利と義務」として明文化され、ホームページやパンフレットに掲載して公表されている。個

人情報保護方針および情報セキュリティ方針は明文化されホームページに掲載し公表されて

いる。 

 台湾の法律に準拠した規程類が整備され運用されている。職業倫理、ハラスメントに対す

る規程も適切である。 

病院全体の短期・中期・長期の計画が明文化されており、その計画に基づき健診センター

の計画も明文化されている。収支状況は、毎月会議で報告検討されている。 

健診センターは、病院組織の医療技術部に所属しており、健診センターの組織図も作成さ

れて、指示命令や意思決定の過程が明確になっている。また、委員会や会議の一覧が作成さ

れ議事録も保管されている。 

予約状況で病院職員の応援体制が検討され適正数の職員が配置されている。現在は、日本

人間ドック学会認定医が在籍していないが、次回更新時までには取得する方針である。その

他、各種専門医や医療技術職の資格取得状況も組織として管理されている。 

 全職員を対象にした院内一般教育研修要領に基づいて教育が実施されている。教育は単位

制となっており、職種ごとに必修項目が決められている。医師や労働衛生業務に携わる看護

師等を対象に、国の制度に基づいて実施される「労働適性検査実務研修コース」に参加して

いる。また、業務ごとの教育プログラムが作成され実施されている。 

 医療安全や感染管理の他、施設の基本的な管理体制は適切である。 

情報の管理体制については、ISO27001（ ISMS）を 2010 年に取得、2022 年に更新されており、

ISMS の基準に沿った運営がなされており適切である。 

薬剤、診療材料の管理は病院全体で適切に行われている。 

外部委託している業務は、廃棄物処理と清掃業務の 2 種類があるが、「業務委託管理規程」

及び「委託先選定規程」により評価・検討した記録が保管されている。 

館内はバリアフリーであり、予約時の情報で職員が支援できるよう体制を整えている。 

外国人の受入れを積極的に行っている。各国の言語に対応できる職員が勤務しており、予

約状況により配置している。昨年度受診者の内、123 人が外国からの受診であり、内 58 人が

日本人の受診である。 

 

 



第２領域 受診者中心の良質な健診の実践  
約200社と契約を締結しており、担当者が明確で毎年契約内容の見直しが行われている。 

受付から会計までのマニュアルが整備されている。会計処理や報告も適切である。 

日本人間ドック学会が定める基本検査項目を実施し、任意検査項目も会議で検討し、記録

が残されている。 

受診環境は、待合室や個室である診察室・検査室の広さは適正である。受診者の呼び出し

や検査を受ける際の登録やロッカーの鍵にはスマートフォンが使用されている。 

受診者に対する情報提供は、ホームページや送付する事前資料で十分に行われている。受

診者からの問い合わせに対しては、マニュアルが作成されている。 

予約時に事務担当者が受診者の属性などをシステムに登録しているが、受診当日、医師に

よる医療面接でも適切な問診が行われている。また、複数回の受診者における情報は、前日

夕方のミーティングで、全スタッフに共有されている。 

検体検査の精度管理は、内部精度管理、外部精度管理ともに良好である。パニック値の連

絡体制は運用されている。 

系列病院に勤務する各専門医で連携し読影する体制が構築されている。特に、異常陰影に

ついては、健診担当医が各専門医と随時討議している。 

医師による結果説明の内容と所要時間は適切で、実施率は100%である。さらに、担当医師

が、引き続き保健指導を行っている。内容は適切であり、結果により管理栄養士や運動指導

士と連携している。受診者には、QRコードで読み取る動画（食事編、運動編）が提供される。

今後は保健指導の記録や受診者の目標設定、また複数回受診者における経年的変化の記録と

その指導が期待される。また、指導マニュアルの作成が望まれる。 

 

第３領域 継続的な質改善の取り組み  
受診者の要望は病院全体で収集され、健診センターにおける改善活動にも反映されている。

特に、覆面の評価者が受診する仕組みがあり、その満足度が 90%以上であることは高く評価で

きる。 

フォローアップ体制は、今回の受審を機に改善が進み、受診当日、受診１ヶ月後・３ヶ月

後に電話連絡をする体制が整備された。精検受診率等は徐々に向上してきているので、引き

続きの積極的な取り組みに期待したい。 

 予防医学に関する台湾の学会で演題を発表している。今後、受診者に対する統計、年報の

作成にも期待したい。 

受診者に向けた有用な情報提供としては、QR コードで健康指導動画が閲覧できるリーフレ

ットを配布するなど、積極的な情報提供が行われている。 

健康経営に向けた取り組みとして、企業等へデータ提供が行われている。また、健診結果

とレセプトの突合が行われる国の制度があり、その分析結果を利用して検討が行われている。 

業務改善の体制としては、BSC（バランス・スコア・カード）を用いて事業計画や課題等を

明確にし、継続的な改善に取り組んでいる。 

前回の指摘事項については、概ね改善されている。フォローアップ体制については、改善

が進んでいるが、引き続きの課題と認識しており、積極的な取り組みが継続している。 

 

総括  
サービス・安全・品質の向上を目標に、病院全体で取り組んでいる。その方針が、健診部

門にも浸透しており人間ドックの充実にむけた積極的な取り組みが継続している。 

機能評価の受審を様々な気付きのきっかけとして改善につなげていることは評価でき、人

間ドック健診施設としてのさらなる充実が期待できる。 



総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する。 

 
審 査  日   2023 年  7 月  6 日  

認定承認日 2023 年  7 月  22 日  

 


